
基本協定書第41号関係様式（第２号様式）

管理運営実施状況表

平成２６年度の実施状況 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策
（事業計画書に記載されている内容を簡
潔にまとめ記載）

H26 H27 H28 H29 H30

1 指定管理業務実施にあたっての考え方
１．委託の考え方 管理運営の効率化による、コスト縮減や

サービス向上 ○
利用者サービスに直結しない警備や清掃等については、専門
業者の活用による効率的、効果的な業務実施を行い、より一
層のコスト縮減を図った。

２．委託の効果と業務内
容 一括委託によるコスト縮減 ○

入札による一括発注、複数駐車場での一体的委託を実施。
設備機器管理業務については５年間の一括委託契約を行い
コスト縮減を図った。

３．選定方法について
指名競争入札や複数社からの見積合わせ
による選定

○ 業務委託、修繕工事において実施し、公平性を確保した。

2 施設の維持管理
①保守点検
各種法令に基づく法定点検の年間計画策
定、適切な時期の執行及び現場社員の定期
巡回による、日常的な目視点検の実施

○
年間計画を策定し適切な時期に点検を実施したほか、現場
社員による日常的な目視も実施。

②小規模修繕
小規模修繕の実施、報告及び大規模な修繕
対応が必要な場合の詳細な状況報告及び協
議

△
煙感知器交換等実施した。大規模修繕対応については、今
後県と協議を行う。

③清掃
清掃業務委託の通年実施及び日常的なゴミ
拾いを現場社員が1日1回以上、場内を巡回
して実施。利用者のゴミ持ち帰りの励行。

○
業者委託による清掃及び直営での巡回清掃を実施した。ゴ
ミの持ち帰り励行として車室に貼紙を行った。

①法定点検
各種法令に基づく法定点検については、年
間計画を策定して適切な時期に実施しま
す。

○ 年間計画を策定して適切な時期に実施した。

②定期保守点検
「建築保全業務共通仕様書」に準拠した定
期点検計画の策定

△
定期保守点検は年間計画を策定して適切な時期に実施し
た。建築保全業務共通仕様書に準拠した定期点検計画は施
設保守業者へ相談を行い27年度以降策定予定。

③修繕、更新
設備の更新に関し同等以上の機能を有する
設備への更新提案

△
平成２６年度は煙感知器交換、エアコン修繕、トイレ修繕
等実施した。更新提案については報告書を取りまとめ、27
年度に提案書を提出予定。

２）塩害対策の実施
日常清掃、保守点検時などにおける塩害対
策の実施

○
シャッター、ドア等外気のふれる箇所については特に重点
的に点検を実施した。

３）漏水対策の実施
サーファーの地下２階利用者や清掃方法の
工夫等の漏水対策の実施

○
固く絞ったモップを使用し清掃した。サーファーは地下２
階に駐車頂くよう誘導した。

４）維持管理業務の記録
維持管理業務台帳等による維持管理業務の
記録やデータの収集、空気環境測定の実施

○
修繕状況等データを収集し、劣化の傾向把握に努めた。空
気環境測定は８月に実施した。

１）長寿命化からみた保守管理の留意点
壁や柱のひび割れや錆汁発生状況の確認、
機器の清掃、日常点検、消耗品の交換、補
修等の施設の状況監視

○
日々の巡回により発見した異常個所（防潮板ストッパー劣
化等）は早期対応に努めた。

２）長寿命化対策
他の類似施設での経験を劣化予測に活用

○
塩害による設備の劣化傾向等、他の類似施設での修繕や保守
点検の経験を劣化予測に活用した。

適正な修繕データ管理による中・長期修繕
計画への活用

△
１年間のデータを蓄積したので、そのデータを今後の計画へ
活用することとした。

各機器の管理項目一覧の作成及び継続的な
管理

△
空調設備、消防設備等一部機器の管理項目について個々の
データを取りまとめた。今後一覧表でまとめる予定。

保守点検の実施方針

実施計画事業計画の内容

２．維持管理業務の実施
方針



平成２６年度の実施状況 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策
（事業計画書に記載されている内容を簡
潔にまとめ記載）

H26 H27 H28 H29 H30

実施計画事業計画の内容

3 利用促進のための取組み、利用者への対応
①サービスの向上
２．利用者ニーズを踏ま
えたサービス向上策

１）精算手続きの簡素化
自動精算機へのIC精算機能付加

○ ５月に機能付加を行った。

２）プリペイドカードの導入
自動精算機へのプリペイドカード決済機
能付加及び周知

○
５月にプリペイドカード決済機設置工事を行い、新江ノ島水
族館年間パスポート所持者を中心にお薦めし、利用者サービ
スを図った。

３）EV急速充電器の設置検討 △ 県と協議を行い、次年度以降の設置を目指すこととした。

４）駐車場営業時間の延長
ゴールデンウィーク等の営業時間延長

○
水族館の閉場時間に合わせ、閉場時間を延長した（ゴール
デンウィーク、お盆、ナイトアクアリウム）

５）周辺観光拠点としてのサービス充実
独自の散策マップの作成

○
３月に周辺の店舗や施設等の協力を得て、３月に独自の散
策マップ（江の島観光コース）を作成した。

江の島魅力発信ギャラリーの整備 △
市観光協会や新江ノ島水族館へ協力を要請し、場内の掲示板
に地域のイベント案内ポスターを３月に実施した。水族館の
生き物紹介等は水族館と協議し、今後実施することとした。

６）交通弱者への対応
身障者スペース不足時における当社管理
他駐車場への誘導

○
交通弱者の利便性が向上する管理、運営に努めた。身障者駐
車スペースが不足する場合は中部駐車場など近隣駐車場に誘
導を図った。

砂浜用車いすの貸出し ○ 貸出しを行った。

７）場内のバリアフリー化と安全・快適
性向上
場内の段差解消

○
地下２階の歩行者通路部分等の対策必要箇所の段差解消を
図った。

照明の明度や防犯対策の強化 ○
エレベーターホールや階段等の人目につきにくい場所の照明
を明るくし、随所に設置した防犯ベルを維持した。

３．需要の増減への柔軟
な対応

１）繁忙期の渋滞解消に向けた取り組み
満車時の入庫待ち車両の他駐車場への誘
導や右折入場の抑制

△
入庫待ち車両は当社管理の近隣駐車場に誘導した。右折入庫
抑制については、県と協議し、右折レーンの削除等警察へ諮
ることとなった。

２）夏期を除く平日の利用促進に向け
た、当社施設との連携
当社所有施設の利用料金無料サービスの
導入

×
テニスコート１時間無料（西部駐車場屋上）等は規程改正
の必要性から平成２７年度以降実施する。

②広報・PR
１．メディアの活用
聴取範囲の広い電波メディアの活用

○ レディオ湘南での広告宣伝を行った。

旅行雑誌、サーフィン情報誌等への広告
掲載

○
９月に全国区の旅行雑誌（まっぷる横浜鎌倉）に記事を掲
載した。

由比ガ浜地下駐車場との共同広告の検討 ×
由比ガ浜地下駐車場指定管理者と協議の結果、共同広告の
掲載は行わないこととした。

２．独立型ホームページの作成・運営 ○
１２月より、新規ホームページを稼働し分かり易い表示を
した。

３．関係機関との連携
関係機関の実施するイベントポスター等
への駐車場情報の掲載

○
花火大会観覧者用パンフレットへの掲載について発行者の藤
沢市観光協会と調整して１０月に掲載した。

４．駐車場案内の充実
満空情報の提供、カーナビ連動の情報提
供

○
満空情報配信サービスはHP上で、ＱＲコード掲載については
パンフレット等で提供した。カーナビと連動した情報提供に
ついては、１月に実施した。



平成２６年度の実施状況 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策
（事業計画書に記載されている内容を簡
潔にまとめ記載）

H26 H27 H28 H29 H30

実施計画事業計画の内容

③自主事業
レンタサイクルの実施 ○ １０月より配置し、利用者サービスを図った。

水族館入場券、江のパスの配布 ×
水族館イベント開催により、閑散期対策を施す必要がな
かった。

年始の粗品贈呈の実施 ○ 寒い時期に合わせ、貼るカイロを配布した。

駐車場のデコレーション化 △
実施内容について県と協議し、今後どういったことができ
るか引き続き検討する。

１．利用者の要望、苦情
の把握方法 利用者ニーズのデータベース化 ○ 月ごとのアンケート集計によりデータを蓄積した。

利用者アンケート等の実施 ○
アンケートのご意見を受け、ポストコーンを設置するなど
アンケート反映に努めた。

関係機関との意見交換 ○
市観光協会主催の観光キャラバンにおいて、駐車場の集客
やイベントについて観光協会、会員企業と意見交換を行っ
た。

２．事業等への反映方法
プリペイドカード導入による割引ニーズ
への対応

○ ５月に機能付加を行った。

マナー研修の実施 ○
過去のマナー研修受講者が未受講者へOJTにより複数回研
修した。

苦情対応マニュアルの整備 △
苦情データを蓄積し、対応方法について社内で情報交換を
行った。今後マニュアル化する。

要望に対する検討及び県への提案、相談 ○ 利用料金等、要望については適宜県へ報告した。

4 利用料金の設定
①利用料金の設定
１．出庫渋滞に対する
「サービスタイム」の導
入

出庫渋滞に伴う想定外の課金発生を防ぐ
ため１５分のサービスタイムを設定

○ ４月より実施済み。

２．閑散期における期間
限定割引（試行） 閑散期である２月に期間限定割引の試行 ×

条例改正に関わる部分のため、県と協議し実施は見送っ
た。

３．宿泊料金の見直し
宿泊料金を1,000円から500円に設定 ×

条例改正に関わる部分のため、県と協議し実施は見送っ
た。

②減免について
会社規程に基づくボランティア団体への
減免実施

△
県と協議し、ボランティア団体は県へ申請するよう促し
た。

5 事故防止等安全管理
１．駐車場内外の事故防
止対策の徹底 １）入庫状況に応じた適切な場内誘導 ○

季節や曜日に応じた入庫状況を推測し、適切な場内誘導を
行った。

入庫ゲート部のサイン改善等 △ 他駐車場の事例を参考にし、県と協議を行った。

２）入庫待ち渋滞を回避する運営
季節、曜日、時間変動に適切に対応した
管理要員の配置及び空き駐車場への誘導

○
利用需要の季節、曜日、時間変動を考慮し、周辺駐車場と
連携した空き駐車場への誘導を行った。

３）出庫車両の安全対策
地上部への警備員配置

○
進入路内に車両の滞留を防ぐため人的警備による誘導を
行った。



平成２６年度の実施状況 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策
（事業計画書に記載されている内容を簡
潔にまとめ記載）

H26 H27 H28 H29 H30

実施計画事業計画の内容

２．夜間の適正利用に向
けた営業時間の設定 条例範囲内での営業時間遵守 △

イベント時を除き延長は行わなかった。夏期の閉場時間短縮
については条例に関わる部分のため今後県との協議する。

３．場内の防犯対策の強
化 業務マニュアルの随時見直し ○

本年度は見直しの必要はなかったが、今後更新の必要があ
る場合は対応していく。

防犯ベルによる防犯対策の充実 ○ 防犯ベルにより防犯対策を行った。

必要に応じた防犯カメラの増設の検討 ○
事前精算機周辺等への設置について検討した。平成２７年
度設置予定。

４．社員研修の実施
警備会社による車両誘導研修の実施 ○

過去に警備会社の研修を受けた社員により未受講社員へ
OJTにより誘導方法の研修を実施した。

AED使用方法研修の実施 ○
３月に消防署員による研修により、全社員が研修を受け
た。

１．緊急時対応に対する
基本的な考え方

駐車場利用者の安全確保や避難誘導に対
する十分な対策とマニュアルの随時更新

△
マニュアルは社員がいつでも見れる状態にし有事に備えた。
各種マニュアルについては藤沢市が発行するハザードマップ
等の変更はなかったため、更新は行わなかった。

２．緊急時の連絡体制 １）事故発生時
場内外での発生事故に対する報告体制の
構築

○
事故発生時は速やかに対応し、二次被害等発生しないよう努
めた。併せて、本社に速やかに報告するとともに藤沢土木事
務所へ報告書を提出した。

２）自然災害発生時
大雨警報等発令による浸水対策としての
防潮板設置

○
大雨警報等が発令され浸水が懸念される場合は、閉場後に防
潮板を設置し、浸水防止を徹底した。

３）駐車場施設等に被害が出た場合
地震及び津波警報等発令時の対応

○
会社で定めた災害時対策要綱や災害時行動マニュアルに則
り、緊急対応を行えるよう備えた。

３．被害を最小に抑える
ための対応及び対策 １）情報収集、連絡体制の構築による、

迅速かつ的確な初期対応への備え
関係機関と提携した情報収集体制の整備

○
藤沢市の災害対策課と連絡を密に取り、情報収集が可能と
なるよう調整した。

現地社員の地元住民中心採用 ○ 片瀬地区や腰越地区等近隣在住住民の雇用に努めた。

２）マニュアル整備と訓練の徹底
災害時行動マニュアルの改訂

△
災害時行動マニュアルは藤沢市の作成する津波ハザードマッ
プ等の変更がなかったため改訂は行わなかった。

避難誘導訓練の実施 ○ ３月に消防署員による避難誘導訓練を実施した。

３）周辺施設との連携により、避難場所
を確保
駐車場内の案内マップに避難場所の表示

○
避難場所を表示した案内マップを３月に作成し、駐車場内に
掲示するとともに利用者に配布した。

6 地域と連携した魅力のある施設づくり
地域と連携した魅力のあ
る施設づくり １）江の島振興連絡協議会との連携 ○

ホームページの新着情報ページを常に更新し、情報発信し
た。

２）新江ノ島水族館との連携 ○
新江ノ島水族館より送付されるイベントスケジュールに基づ
き、開場時間延長や宿泊に対応した。

３）藤沢市、観光協会等との連携 ○ 観光ポスターの場内掲示等連携を行った。

湘南江の島地区のお寺めぐり、花マップ
等観光ルートマップの作成、配布

○ 江の島観光コースを作成、場内配布をした。

市民マラソン、花火大会、春祭り等のイ
ベントへの協力

○ 営業時間延長や広報等協力を行った。

市のフィルムコミッションへの撮影協力 ○ フィルムコミッションから撮影の依頼はなかった。



平成２６年度の実施状況 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策
（事業計画書に記載されている内容を簡
潔にまとめ記載）

H26 H27 H28 H29 H30

実施計画事業計画の内容

9 人的な能力、執行体制 「7　適切な積算」「8　節減努力等」は県と協議のうえ、事業計画書に記載を省略しております。
①－１
２．新規雇用の場合の方
針

施設マネジメントや警備等の業務経験の
ある能力の高い人材の雇用

○
該当する者の応募はなかったが、市OB等能力の高い人材の
配置に努めた。

地元地域からの雇用を重視 ○ 片瀬地区や腰越地区等近隣在住住民の雇用に努めた。

①－２
３．担当部署及び配置人
員の役割

地元住民の中心的な配置等の実施 ○
災害発生等の緊急時に、施設の安全確保のために迅速な対応
が必要となるため、専従社員及びアルバイトについては、地
元住民を中心的に配置した。

①－３
１．人員配置の基本的考
え方

イベント時等、来場予測台数に基づいた
適切な人員配置

○
季節や曜日、時間等に応じた想定される来場予想台数に基づ
き、経験豊富な社員を適切に配置し、きめ細かな管理運営が
できる人員配置を行った。

２．1ヶ月の勤務計画表
時期ごとの勤務計画の履行 ○ 時期ごとの勤務計画のとおり配置した。

②業務の一部委託につい
て

委託企業の適切な業務遂行の確認及び水
準以下の場合の指導、監督

○
モニタリングを実施し、不適切行為については改善を促し
た。（警備員の技量不足による交代等）

③－１
１．指定管理業務に従事
する社員の能力

接客能力、維持管理技術、組織運営能力
を高める人材育成

○
利用者に安心、満足して駐車場を利用してもらうため、接客
能力等高める人材育成を行った。

２．必要な能力を習得す
るための人材育成計画

接客マニュアル等の整備、サービス向上
を意識した行動となるような意識喚起

○
外部研修だけでなく、職員同士が互いに利用者へのより良い
対応を話し合い、気持ちよく利用頂けるような行動を心がけ
た。

２）社員研修の実施
接遇研修、誘導研修等の実施 ○

必須３項目は全職員が受講した。また、社内研修として年１
回、主任業務員による徴収事務研修、CSR研修を実施した。

３）OJT、ローテーション
の実施

マンツーマン教育の実施や近隣駐車場の
ローテーションによる管理資質の向上を
図る

○
研修については、１名につき１名の専任教育者を付けた。研
修チェックリストは主任、副主任で確認し、不慣れな部分を
集中的に教え込むなど対応した。

③－２
人材確保について

選定方法、選考基準等を考慮した採用を
行う

○
面談により、所有する資格や経験、異動等を勘案し年間の
採用計画に基づく人材確保に努めた。

11 コンプライアンス、社会貢献 10　「財政的な能力」は事業計画には関係のない項目のため、省略しております。
①－１
関係法令遵守における留
意点
①環境基準の達成

一酸化炭素濃度等の空気環境測定を実施
し、結果を場内へ掲示

○ ８月に実施し、結果を場内に掲示した。

②社員の健康管理 地下駐車場の労働衛生確保のため、「特
定健康診断」を会社指定の産業医により
実施

○
５月に特定健康診断、１１月に健康診断を受診し指導事項
があれば異動させるなど改善を図った。

③個人情報保護
社内ルールに基づいた適正な対応 ○

法令、条例及び当社の個人情報保護規程により適正に対応し
た。

①－２関係法令遵守のた
めの教育訓練
１）ﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄによる意識付
け

社長から全社員に対しての企業倫理、法
令遵守の徹底等の訓示

○ 年度初め、年始等に実施した。

２）社員に対する意識付
け 全社員の法令遵守に対する意識の向上 ○

定例的な打合せ等で、コンプライアンス違反による関係機関等からの信
用失墜など社会的責任を負わなければならないことを説明し、全社員の
法令等の遵守に対する意識を高めた。

３）風通しの良い職場づ
くり

法令、社内規程等のルールに対する問題
発生の可能性事項を洗い出し、改善策に
ついて検討

○
職場でのコミュニケーションを活性化し、法令、社内規程などに対する
不備等について、問題が発生する可能性のある事項を洗い出し、改善策
を検討するなど風通しの良い職場づくりを進めた。

②－１
個人情報保護に関する留
意点

法令や社内規程に遵守した対応 ○
法令、条例及び当社個人情報保護規程を遵守し業務を行っ
た。

②－２
個人情報保護のための情
報管理体制

社員研修による周知徹底等の実施 ○
当社の個人情報保護規程により指名された管理者により11月
に教育訓練を行った。

②－３
個人情報保護のための教
育訓練

会社規程に基づく継続的な教育訓練の実
施

△
11月に社内研修による周知徹底を行った。併せて、社内監査
を１回行った。

外部研修参加職員による全職員への周知 ○
外部研修の参加職員により、個人情報保護の重要性について
全職員に周知した。



平成２６年度の実施状況 備考

区分 提案項目
提案の具体化方策
（事業計画書に記載されている内容を簡
潔にまとめ記載）

H26 H27 H28 H29 H30

実施計画事業計画の内容

③環境への配慮
エコマークやPCグリーンラベル等商品の
積極購入

○
コピー用紙などの物品購入の際、グリーン購入法の精神に則
り物品を選定した。

照明のこまめな消灯等節電対策 ○
換気設備、場内照明等のこまめな調節により最大需要電力及
び供給電力の削減を図った。

CO２排出の抑制 △
アイドリングストップを啓発した。EV急速充電器設置は県と
協議を行い、次年度以降の設置を目指すこととした。

廃棄物の適正処理 ○
利用者が場外から持ち込んだゴミを場内に廃棄しないよう、
各自で持ち帰るよう場内放送や看板等で呼びかけた。

グリーン購入の普及及び啓発 ○
駐車場内で利用者の目に付き易い場所に６月に貼紙を掲出し
た。

④障がい者雇用
障がい者雇用促進企業への積極的な発注 ○

障がい者の法定雇用率は法令改正等情報収集を行った。ま
た、物品購入や工事発注は障がい者雇用を促進している業者
に積極的な発注を心がけた。


